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第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
９
月
25

日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で

開
幕
し
た
。
華
道
、
書
道
を
皮
切
り

に
、
展
示
系
の
催
事
が
続
い
た
。
昨

年
、
見
送
っ
た
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ガ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
も
仙
台
銀
行
ホ
ー
ル

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
で
復
活
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
「
緊

急
事
態
宣
言
」
発
令
を
乗
り
越
え
、

確
か
な
実
績
を
残
し
た
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
、
節
目
を
意
識
し
た

企
画
も
目
立
っ
た
。
開
催
を
待
ち
わ

び
た
県
民
ら
が
足
を
運
び
、
多
彩
、

上
質
の
芸
術
を
堪
能
し
た
。

　

大
震
災
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
途

切
れ
る
こ
と
な
く
開
催
し
て
き
た
当

協
会
の
メ
イ
ン
事
業
。
開
幕
ま
で
１

カ
月
を
切
る
段
階
で
政
府
が
宮
城
県

に
緊
急
事
態
宣
言
を
追
加
発
令
し
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
13
日
ぎ
り

ぎ
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
除
が
決
定
。

施
設
使
用
が
再
開
さ
れ
、
感
染
防
止

策
を
徹
底
し
開
幕
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

た
だ
、
先
の
読
め
な
い
状
態
が
続

い
て
い
た
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

で
の
開
会
式
は
見
送
っ
た
。
各
事
業

の
開
催
を
何
よ
り
優
先
し
、「
安
全
・

安
心
」
な
催
事
の
実
現
に
集
中
す
る

の
が
狙
い
。
開
会
式
は
人
数
を
絞
る

に
し
て
も
共
催
団
体
の
代
表
者
が
集

合
し
、
密
な
状
態
が
避
け
難
く
、
感

染
防
止
を
第
一
に
考
え
た
。
芸
術
祭

会
長
兼
実
行
委
員
長
の
雫
石
隆
子
理

事
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
文
を
会
場
入

り
口
に
掲
示
、
開
催
に
当
た
っ
て
の

謝
意
と
経
緯
を
説
明
し
た
。

　

本
年
度
の
芸
術
祭
は
華
道
、
書
道

の
展
示
で
幕
を
開
け
た
（
９
月
25
～

28
日
）。
開
催
を
期
待
し
て
い
た
芸
術

フ
ァ
ン
ら
が
早
々
訪
れ
、
精
魂
傾
け
た

芸
術
作
品
と
の
出
合
い
を
楽
し
ん
だ
。

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
は
、
そ
の
後
、
写

真
展
、
写
真
公
募
展
「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ

ト 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ 

２
０
２
１
」、

絵
画
展
（
公
募
の
部
）、
彫
刻
展
、
彫

刻
公
募
展
（
10
月
２
～
５
日
）、
絵
画

展
（
10
月
９
～
12
日
）
と
続
い
た
。

　

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
は
９
月
26
日
、

２
年
ぶ
り
に
開
催
。
本
年
２
～
３
月

の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
子
ど
も
た
ち
が
、
晴
れ
の

ス
テ
ー
ジ
で
輝
い
た
。

　

文
芸
祭
は
10
月
23
日
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
、
工
芸
展
は

10
月
28
日
～
11
月
１
日
、
工
芸
公
募

展
「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」
と
一
緒

に
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
、

音
楽
会
は
11
月
12
日
、
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
は
明
年
２
～
３
月
、
共
に
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
。

　
「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ

２
０
２
１
」
が
10
月
２
～
５
日
、
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
か
れ

た
。
当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
連

携
、「
み
ち
の
く
写
真
新
時
代
」
を

掲
げ
昨
年
、
華
々
し
く
船
出
し
た

全
国
公
募
展
。
今
回
、
一
定
の
質
は

保
っ
た
も
の
の
、
長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
撮
影
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
応
募
者
の
落
ち
込
み

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

応
募
者
は
２
３
６
名
（
１
０
５
５

点
、
部
門
Ⅰ
・
自
由
部
門
７
７
０
点
、

部
門
Ⅱ
・
東
北
の
音
１
６
１
点
、「
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
」
の
特
別
部

門
１
２
４
点
）。
想
定
を
大
き
く
上

回
る
３
５
０
名（
１
６
１
４
点
）だ
っ

た
昨
年
を
下
回
っ
た
。

　

２
年
度
目
は
、
注
目
度
が
低
下
す

る
分
、
応
募
が
減
り
が
ち
だ
。
こ
の

た
め
、
目
標
を
初
年
度
の
１
割
減
に

設
定
し
、
呼
び
水
効
果
も
狙
い
つ
つ

震
災
10
年
の
特
別
部
門
を
設
け
て
、

落
ち
込
み
の
抑
制
に
努
め
た
。

　

結
果
は
、
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

祭
り
等
の
中
止
が
相
次
ぎ
、
外
出
す

ら
は
ば
か
ら
れ
る
状
況
で
、
撮
影
や

作
品
制
作
を
め
ぐ
る
過
酷
な
環
境
が

影
響
し
た
側
面
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

第
１
回
特
有
の
記
念
応
募
に
も
支

え
ら
れ
た
前
回
は
少
々
、
出
来
過
ぎ

で
、
以
前
の
単
独
公
募
展
の
応
募
者

が
百
名
程
度
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、「
善
戦
」
と
の
見
方
も
で
き

る
。
た
だ
、
河
北
写
真
展
の
応
募
者

は
例
年
４
０
０
名
ほ
ど
で
、「
遺
産
」

を
毀
損
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
東
北
以
外
の
応
募
者
が
減
少
、

広
が
り
を
欠
い
た
結
果
も
重
く
受
け

止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
因
を
丁
寧

に
分
析
し
、
改
善
す
べ
き
は
改
善
し

て
、催
事
の
充
実・発
展
を
期
し
た
い
。

　
作
品
の
質
は
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
。
審

査
員
を
務
め
た
写
真
家
の
赤
城
耕
一

氏
は
「
賞
決
め
に
残
る
作
品
は
芸
術

性
に
優
れ
て
い
た
」
と
評
価
。
そ
の

上
で
「
応
募
点
数
は
水
準
に
関
わ
る

だ
け
に
、
促
進
（
の
取
り
組
み
）
が

大
事
だ
」
と
今
後
に
期
待
を
込
め
た
。

　

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
入
場
者
は

「
感
性
が
豊
か
で
表
現
の
多
彩
さ
に

驚
い
た
」
と
写
真
芸
術
の
奥
深
さ
を

味
わ
っ
た
。

第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
開
幕

コ
ロ
ナ
「
緊
急
事
態
」
乗
り
越
え
華
や
か
に

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
復
活
、
震
災
10
年
企
画
も

芸術祭華道展

応
募
者
減
少
、
今
後
に
課
題

フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
２
年
度
目

質
は
確
保
、
発
展
の
歩
み
を
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【
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ

２
０
２
１
（
10
月
２
～
５
日
）】
応
募

１
０
５
５
点
の
う
ち
、
入
賞
・
入
選

１
２
１
点
を
展
示
。
昨
年
に
比
べ
点
数

は
減
少
し
た
が
、秀
作
が
目
に
つ
い
た
。

写
真
は
大
賞
受
賞
作
品
「
雨
上
が
り
」。

　

【
書
道
展
（
９
月
25
～
28
日
）】

出
展
は
役
員
54
点
、
会
員
２
０
５
点

の
２
５
９
点
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

昨
年
を
12
点
上
回
っ
た
。
至
芸
の
域

へ
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
た
ぎ
る
情
熱

が
作
品
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

【
華
道
展
（
９
月
25
～
28
日
）】

出
展
は
前
期
・
後
期
計
42
点
。
昨
年

に
比
べ
倍
増
し
た
。
各
流
派
が
結
束

し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
を
乗
り
越
え

高
み
を
目
指
し
た
成
果
を
披
露
。
空

間
の
彩
り
、華
や
か
さ
も
倍
加
し
た
。

　

【
写
真
展
（
10
月
２
～
５
日
）】

出
展
は
68
点
。
昨
年
に
比
べ
て
、
若

干
減
少
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
災
い

さ
れ
た
面
も
。
た
だ
、
時
代
を
切
り

開
く
よ
う
な
力
作
が
会
場
を
埋
め
、

入
場
者
の
心
を
と
き
め
か
せ
た
。

　

【
写
真
展
（
10
月
２
～
５
日
）】
最

高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作
品
。

題
名
は
「
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ　
ｏ
ｆ　

Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
」。
４
名
の
芸
術
家

の
内
面
に
入
り
込
む
よ
う
な
描
写
は

圧
巻
。
モ
ノ
ク
ロ
撮
影
も
効
果
的
。

　

【
絵
画
展
・
公
募
の
部
（
10
月
２

～
５
日
）】
出
展
は
82
点
。
昨
年
に

比
べ
点
数
は
減
少
し
た
が
、
水
準
は

保
っ
た
。
写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県

芸
術
協
会
賞
受
賞
作
品
。題
名
は「
晒

シ
モ
ノ
」。
タ
ッ
チ
が
目
を
引
く
。

　

【
彫
刻
展
（
10
月
２
～
５
日
）】

出
展
は
23
点
。
昨
年
に
比
べ
点
数
は

幾
分
、
減
少
し
た
も
の
の
、
力
作
が

多
か
っ
た
。「
定
番
」
に
交
っ
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
も
あ
り
、
見
応
え

の
あ
る
作
品
展
と
な
っ
た
。

　

【
彫
刻
展
（
10
月
２
～
５
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作

品
。
作
品
名
は
「
ハ
グ
し
か
ね
え
」。

彫
刻
造
形
の
基
本
を
深
く
掘
り
下

げ
、
そ
の
美
し
さ
、
力
強
さ
を
鮮
や

か
に
表
現
し
て
み
せ
た
。

　

【
書
道
展
（
９
月
25
～
28
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
の
受
賞

作
品
。
題
名
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」（
か

な
）。
流
れ
る
よ
う
な
筆
の
運
び
で
、

墨
の
濃
淡
の
バ
ラ
ン
ス
も
見
事
。
さ

わ
や
か
で
味
わ
い
深
さ
も
際
立
っ
た
。

芸術祭書道展

芸術祭絵画展（公募の部） 芸術祭華道展

芸術祭彫刻展 芸術祭写真展

芸術祭彫刻展 芸術祭写真展

芸術祭書道展
芸術祭フォトサミット in Sendai 2021

至芸の至芸の
競　 演競　 演
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【
彫
刻
公
募
展（
10
月
２
～
５
日
）】

応
募
は
13
点
。
入
選
10
点
を
展
示
。

高
校
生
の
応
募
、躍
進
が
目
立
っ
た
。

写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
協
会

賞
を
受
賞
し
た
高
校
生
の
作
品
。
題

名
は
「
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
」。

　

【
絵
画
展
（
10
月
９
～
12
日
）】

日
本
画
29
点
、
洋
画
１
７
５
点
、
役

員
76
点
を
展
示
。
力
作
が
そ
ろ
い
、

震
災
10
年
の
特
別
企
画
と
し
て
、
兵

庫
県
か
ら
招
待
７
作
品
も
加
わ
り
、

重
み
と
味
わ
い
を
増
し
た
。

　

【
絵
画
展
（
10
月
９
～
12
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作

品
（
日
本
画
）。
題
名
は
「
或
る
日

の
庭
」。
細
部
に
ま
で
目
を
配
り
、

物
言
わ
ぬ
作
品
を
雄
弁
に
語
ら
せ
る

手
業
は
秀
逸
。感
動
的
で
さ
え
あ
る
。

　

【
絵
画
展
（
10
月
９
～
12
日
）】

最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭
賞
受
賞
作

品
（
洋
画
）。
作
品
名
は
「
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」。
構
図
が

巧
み
で
色
彩
も
重
厚
。
想
像
力
が

キ
ャ
ン
バ
ス
に
あ
ふ
れ
た
。

　

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
26
日
、
仙

台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
で

開
か
れ
た
。
芸
術
祭
の
一
環
と
し

芸術祭絵画展 芸術祭彫刻公募展

芸術祭絵画展

芸術祭絵画展

て
、
２
～
３
月
に
開
か
れ
た
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

に
、改
め
て
演
奏
の
舞
台
を
用
意
し
、

精
進
と
飛
躍
の
弾
み
に
し
て
も
ら
う

人
材
育
成
事
業
。
約
半
年
間
、
練
習

を
重
ね
た
成
果
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
い
た
。

　

ガ
ラ
コ
ン
は
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
本
選
と
と
も
に
実
施
が

見
送
ら
れ
て
お
り
、
開
催
は
２
年
ぶ

り
。
出
演
し
た
の
は
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ

ガラコンサート

イ
オ
リ
ン
両
部
門
で
入
賞
す
る
な
ど

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
「
未
来
の
演

奏
家
」、
21
人
。
コ
ロ
ナ
の
動
向
を

気
に
掛
け
つ
つ
晴
れ
の
機
会
を
目
標

に
修
練
に
励
み
、
前
日
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
経
て
臨
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、

緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
精
い
っ

ぱ
い
の
演
奏
を
披
露
。
ス
テ
ー
ジ
に

「
成
長
の
花
」
を
咲
か
せ
た
。

　

参
加
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

開
催
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
評
価
す

る
声
が
あ
ふ
れ
た
。

　

令
和
３
年
度
第
２
回
理
事
会
が
８

月
２
日
、協
会
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

理
事
17
人
中
12
人
が
出
席
し
、報
告
、

議
案
を
全
て
了
承
し
た
。

　

雫
石
隆
子
理
事
長
が
議
長
を
務
め

た
。
提
出
案
件
は
報
告
４
件
、
議
案
２

件
。
報
告
で
は
令
和
３
年
度
芸
術
協

会
功
績
者
表
彰
の
推
薦
者
を
紹
介
し
、

部
の
活
動
促
進
と
震
災
10
年
に
即
し

た
活
動
へ
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
４
部
門
、
７
事
業
が
内
定
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
。
了
承
さ
れ
た
。

　

議
案
は
正
会
員
の
入
会
と
賛
助
会

員
の
推
薦
。
い
ず
れ
も
「
異
議
な
し
」

と
し
て
可
決
、承
認
さ
れ
た
。こ
れ
で
、

３
年
度
の
正
会
員
は
49
名
（
当
初
見

込
み
50
人
）、
賛
助
会
員
は
１
１
６
名

（
個
人
38
、
団
体
78
）
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
宮
城
県
か
ら
検

討
の
要
請
が
あ
っ
た
吉
林
省
と
の
交

流
事
業
へ
の
参
加
、
令
和
４
年
度
の

協
会
運
営
、
役
員
人
事
の
３
件
を
論

議
。
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
参
加

の
方
針
を
了
承
し
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
の
大
規
模
改
修
実
施

を
受
け
て
明
年
、
芸
術
祭
の
開
幕
が

７
月
上
旬
に
前
倒
し
を
迫
ら
れ
る
の

に
伴
う
協
会
運
営
も
基
本
的
な
理
解

を
得
た
。
ま
た
、
役
員
の
人
事
に
つ

い
て
は
、
万
一
、
体
調
不
良
等
で
欠

け
る
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
、

備
え
と
し
て
補
充
の
在
り
方
を
明
示

し
て
お
く
べ
き
と
の
判
断
に
基
づ
く

提
起
。
年
度
内
を
目
標
に
対
応
策
を

整
理
し
、
理
事
会
に
諮
る
方
向
だ
。

コロナコロナ
克　 服克　 服

２
年
ぶ
り
、
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

子
ど
も
た
ち
、
充
実
の
演
奏

諸
懸
案
を
協
議
、
対
応
を
了
承

第
２
回
理
事
会
を
開
催



令 和 ３ 年 11 月 １ 日 は な や ま 第 230 号　�4
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経

過
。
大
き
な
区
切
り
の
今
年
、
当
協

会
で
関
連
す
る
事
業
が
相
次
い
だ
。

本
年
度
の
方
針
で
、
適
時
性
重
視
の

取
り
組
み
を
促
し
た
こ
と
も
あ
り
、

芸
術
祭
等
の
事
業
を
通
じ
て
、
多
く

の
部
門
が
節
目
に
向
き
合
っ
た
。
入

場
し
た
多
く
の
人
た
ち
も
、
あ
の
日

に
思
い
を
は
せ
、
祈
り
と
思
索
の
時

を
か
み
し
め
た
。

　

絵
画
部
は
兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議

会
と
の
間
で
、
作
品
の
交
流
展
示
を

行
っ
た
。
同
協
議
会
が
９
月
１
～
５

日
、
神
戸
市
の
兵
庫
県
立
美
術
館
王

子
分
館
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開作品の交流展示

い
た
創
立
20
周
年
記
念
（
東
日
本
大

震
災
10
年
・
阪
神
淡
路
大
震
災
26
年
）

の
協
議
会
展
に
賛
助
出
品
。
そ
の
返

礼
の
意
味
を
込
め
て
、
10
月
９
～
12

日
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で

開
い
た
県
芸
術
祭
絵
画
展
に
協
議
会

側
が
作
品
７
点
を
寄
せ
た
。

　

震
災
10
年
の
こ
の
機
に
、
被
災
県

の
芸
術
・
絵
画
団
体
同
士
の
絆
が
深

ま
っ
た
。
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と

で
、
今
後
の
芸
術
文
化
の
振
興
・
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

写
真
部
は
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
で
特

別
部
門
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
」

を
特
設
し
た
ほ
か
、
芸
術
祭
写
真
展

で
「
震
災
か
ら
、
10
年
を
振
り
返
っ

て
。」（
２
０
１
１
～
２
０
２
１
）
を

企
画
。
関
連
す
る
写
真
、
動
画
を
モ

ニ
タ
ー
で
展
示
し
た
。
10
年
の
歩
み
、

変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
表
現
。

被
災
地
に
生
き
る
芸
術
家
の
在
り
よ

う
と
覚
悟
を
示
し
、
共
感
を
呼
ん
だ
。

　

文
芸
部
は
10
月
15
日
、
文
芸
年
鑑

を
発
行
し
た
。
今
回
、
震
災
10
年
の

特
別
企
画
と
し
て
震
災
関
連
の
特
集

ペ
ー
ジ
を
創
設
。
書
下
ろ
し
作
品
を

募
集
し
、組
み
込
ん
だ
。
作
品
は
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
散
文
・
小
説

（
短
編
）
を
網
羅
。
あ
の
時
に
関
わ

る
思
い
を
言
葉
で
表
現
し
た
。

　

ま
た
、
各
催
事
に
お
い
て
、
特
段
、

震
災
10
年
を
統
一
的
な
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
り
、
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
は

し
な
い
も
の
の
、制
作
動
機
や
題
材
、

題
名
に
思
い
を
託
し
た
作
品
の
展
示

も
あ
っ
た
。

　

入
場
者
や
参
加
者
の
中
に
は
「
現

在
地
を
見
詰
め
直
す
い
い
機
会
。
時

宜
を
得
た
企
画
で
、
芸
術
の
意
味
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、
感
動

の
面
持
ち
で
話
す
人
も
い
た
。

震
災
10
年
、
続
々
節
目
の
企
画

防
災
・
復
興
、
思
い
新
た
に

モニターを見る入場者

特集を盛り込んだ文芸年鑑
　

宮
城
県
芸
術
祭
の
一
環
、「
文
学

散
歩
」
が
10
月
７
日
、
非
会
員
を
含

め
て
21
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
中
止
さ
れ
て
お
り
、
開
催

は
２
年
ぶ
り
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
を
踏
ま
え
て
、
今
回
は
バ
ス
で

沿
岸
被
災
地
を
め
ぐ
る
行
程
。
震
災

10
年
を
意
識
し
た
今
回
の
芸
術
祭
に

ふ
さ
わ
し
い
視
察
旅
行
と
な
っ
た
。

　

コ
ー
ス
は
石
巻
、
東
松
島
両
市
が

軸
。
児
童
、
教
師
合
わ
せ
て
84
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
石
巻
市
の
旧
大
川
小

学
校
の
震
災
遺
構
や
、
津
波
の
直
撃

を
受
け
壊
滅
し
た
旧
野
蒜
駅
を
生
か

し
た
東
松
島
市
震
災
復
興
伝
承
館
な

ど
、
被
災
地
を
じ
っ
く
り
と
回
り
、

震
災
と
復
興
の
現
実
を
学
び
直
し
た
。

　

旧
大
川
小
で
は
、
語
り
部
の
話
に

耳
を
傾
け
た
。
元
中
学
校
教
諭
で
わ

が
子
を
亡
く
し
た
一
人
で
も
あ
る
佐

藤
敏
郎
さ
ん
は
、
大
き
く
姿
を
変
え

た
学
び
舎
を
背
に
し
、「
こ
こ
に
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
た
当
た
り

前
の
日
常
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
掛
け
た
。

　

人
的
被
害
が
避
け
ら
れ
た
こ
と

を
、
そ
こ
に
逃
げ
れ
ば
助
か
っ
た
は

ず
の
校
舎
の
裏
山
を
確
認
し
、
実

際
、
津
波
襲
来
の
１
分
前
に
避
難
し

た
経
路
を
歩
く
な
ど
、
事
実
の
重
さ

を
感
じ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
震
災
遺

構
が
未
来
を
拓
く
場
所
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
結
ん
だ
。

　

震
災
復
興
伝
承
館
に
は
、
Ｊ
Ｒ
旧

野
蒜
駅
の
ホ
ー
ム
と
巨
大
津
波
で
ね

じ
曲
げ
ら
れ
た
線
路
の
一
部
が
保
存

さ
れ
て
い
た
。津
波
前
を
知
る
人
は
、

破
壊
さ
れ
尽
く
し
た
駅
周
辺
の
様
子

に
言
葉
を
失
う
に
違
い
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ス
や
書
籍
で
は
感
じ
得
な

い
リ
ア
ル
な
現
地
の
印
象
は
、
や
が

て
会
員
の
作
品
に
昇
華
さ
れ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

震災遺構を前に語り部の話を聞く参加者

２
年
ぶ
り
に
「
文
学
散
歩
」

震
災
10
年
、
被
災
地
巡
る
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賞　　　名 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　名

宮 城 県 芸 術 祭 賞

書 道 部 ほ と と ぎ す（か　な） 岸 本 清 舟（仙台市）
写 真 部 A r t i s t s  o f  M i y a g i 伊　藤　トオル（仙台市）
彫 刻 部 ハ グ し か ね え 清 水 直 土（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 或 る 日 の 庭 中 邨 圭 子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） S E A  S I D E  P A R K 大 坂 祥 春（大崎市）
文 芸 部 時 は 流 れ る（俳　句） 野　田　青玲子（仙台市）

宮 城 県 知 事 賞

書 道 部 姚 汝 循 詩 （漢　字） 阿 部 香 華（仙台市）
写 真 部 セ ル フ ポ ー ト レ ー ト 阿 部 和 美（多賀城市）
彫 刻 部 Ｈ ｉ ｎ ｏ ｍ ａ ｌ ｕ 2 0 2 1 畠 山 卓 也（登米市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） ぼ た ん 佐々木　智　朗（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 解析されたイマージュの彼方へ 小 西 達 也（仙台市）
文 芸 部 哀しみの歌を歌うな（　詩　） 汐 海 治 美（仙台市）
文 芸 部 ふ る さ と の 山（短　歌） 沼　沢　　　修（仙台市）
文 芸 部 美 し い 余 白（川　柳） 浜 田 則 子（仙台市）
文 芸 部 ア ル ト（俳　句） 宮　野　かほる（美里町）

仙 台 市 長 賞
書 道 部 「豆を煮る」より（近代詩文） 佐 藤 華 炎（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 糸 偏 土　屋　　　薫（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 生 命 譜（2020 ～ 2021） 渡 邉 昭 砆（仙台市）

河 北 新 報 社 賞

書 道 部 近 作 二 種 （篆　刻） 菊 地 孝 夫（仙台市）
写 真 部 傷 跡 佐 藤 龍 朗（仙台市）
彫 刻 部 紡ぐ…産業廃棄物ラインケーブルと遊ぶ 丹 野 智 子（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 秋 滝 深 村 宝 丘（石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） E - M - A - S 大　内　　　隆（松島町）
文 芸 部 無 想 転 生 （川　柳） 須田　たかゆき（仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 書 道 部 破 魔（少　字） 佐々木　藤　恵（塩釜市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 今 日 は 休 日 柏　谷　佳代子（石巻市）

宮城県教育委員会教育長特別賞
書 道 部 バ タ フ ラ イ（墨　象） 浅 野 彩 紅（仙台市）
書 道 部 胡 儼 詩（漢　字） 板 橋 翠 苑（仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 収 獲 の 時 千　葉　えつ子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） F o a m - 2 1 高 橋 順 子（仙台市）

仙台市教育委員会教育長賞 書 道 部 正 木 ゆ う 子 の 句（近代詩文） 木 村 笙 園（大崎市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 変 わ る 世 界 菅　原　さち子（仙台市）

宮 城 県 議 会 議 長 賞 書 道 部 杜 甫 詩（漢　字） 吉 岡 芝 耕（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） Leonardoへのオマージュ　―そしてこれから― 大 竹 幸 子（仙台市）

仙 台 市 議 会 議 長 賞 書 道 部 佐 藤 慶 子 の 歌（近代詩文） 太　田　栄美子（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） a n d a n t e 垣 内 孝 則（仙台市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞

書 道 部 王 維 詩（漢　字） 小 元 佳 香（大崎市）
書 道 部 金子みすゞの詩「私の髪の光るのは」（近代詩文） 笹　野　美智子（仙台市）
書 道 部 巌谷一六詩「僧房聴雨他一首」（漢　字） 鈴 木 東 鳳（大崎市）
写 真 部 白 鷺 の 透 眼 佐　藤　　　明（柴田町）
絵 画 部（ 洋　 画 ） S E C T I O N 2 1 1 0 金 子 玲 子（仙台市）
文 芸 部 金 剛 の 蕾 （俳　句） 佐 野 久 乃（仙台市）

公益財団法人仙台市市民文化事業団賞
書 道 部 時 間（近代詩文） 小　嶋　カズ子（仙台市）
写 真 部 古 里 に 生 き る 兵 藤 博 行（栗原市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 孤 鶴 山 本 政 彰（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） DIV INE - INSP IRATION - 岡 崎 義 恵（仙台市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 三 月 の 鯉 の ぼ り 小　泉　百合子（多賀城市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 留まるものは何もない（3の1） 阿 部 正 彦（気仙沼市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 取 り 残 さ れ た 月 中　村　たみ子（石巻市）
門 伝 勝 太 郎 賞 書 道 部 王漁洋詩「三峡橋」（漢　字） 江 村 耕 芳（仙台市）

絵 画 部（ 洋　 画 ） 2 0 2 0 a u t u m n 渡　辺　　　均（仙台市）

宮 城 県 芸 術 祭 奨 励 賞

書 道 部 あ の 日（近代詩文） 宍 戸 緋 沙（大崎市）
書 道 部 包 む（墨　象） 中 塩 朱 華（涌谷町）
書 道 部 軌 道（少　字） 畠 中 成 山（石巻市）
書 道 部 陸 師 詩（漢　字） 岩 佐 春 泉（仙台市）
書 道 部 朱 国 祚 詩 （漢　字） 宍 戸 青 園（岩沼市）
書 道 部 吉田一穂の詩より（近代詩文） 建 部 紘 子（多賀城市）
写 真 部 問 答 林 茂（仙台市）
写 真 部 砂 丘 の 風 景 米 山 光 昭（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 「再 生」 板　橋　かおり（仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 記 憶 と 断 片 の 交 感 畑 中 良 二（石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 落 光 柴　田　　　治（仙台市）
文 芸 部 時 の 流 れ に（短　歌） 堀 江 正 夫（栗原市）

第 58 回宮城県芸術祭受賞者（会員の部）

※工芸部の受賞者は10月下旬決定の予定
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部　　門 賞　　名 作　　品　　名 氏　　　名

絵 画 展（ 公 募 の 部 ）

宮 城 県 芸 術 協 会 賞 晒 シ モ ノ 蜂 谷 幾 凛 （仙台市）
優 秀 賞 夜 明 け 成　瀬　日香留 （仙台市）
優 秀 賞 望 郷Ⅱ 小　泉　留美子 （仙台市）
優 秀 賞 E d e n 及 川 幸 子 （仙台市）
優 秀 賞 夢 の あ と 堤 内 一 美 （仙台市）
奨 励 賞 ひ と と き 渋 谷 久 子 （仙台市）
奨 励 賞 光 ～ 誰 そ 彼 吉 田 瀬 七 （気仙沼市）
奨 励 賞 銀 河 熊 谷 治 子 （利府町）
奨 励 賞 卓 上 の 静 物 風 越 幸 恵 （福島県）
奨 励 賞 ロ ン の く さ り 丹　野　ゆき子 （富谷市）

彫 刻 公 募 展 宮 城 県 芸 術 協 会 賞 E a r t h スワン　聖里奈 （仙台市）
奨 励 賞 奇 想 早 坂 紗 世 （仙台市）

フォトサミット in Sendai 2021

フォトサミット in Sendai 大賞 雨 上 が り 佐 藤 德 文 （利府町）
河 北 新 報 社 賞 な か よ し 佐 藤 昭 夫 （大崎市）
特 別 部 門 賞 復 興 . 沸 き 立 つ 歓 喜 阿　部　　　暢 （東松島市）
宮 城 県 知 事 賞 解 体 を 待 つ 復 元 船 大 友 紀 夫 （仙台市）
青 森 県 知 事 賞 カ モ メ 乱 舞 藤 島 純 七 （仙台市）
岩 手 県 知 事 賞 あ や め 園 を 行 く 庄 子 源 六 （仙台市）
秋 田 県 知 事 賞 轟 く 熊 谷 仁 志 （秋田県）
山 形 県 知 事 賞 御 釜 に 架 か る 天 の 川 木 村 洋 介 （石巻市）
福 島 県 知 事 賞 夢 幻 今　野　　　功 （仙台市）
仙 台 市 長 賞 忘 れ な い 、 祈 り は 続 く 相 沢 弘 毅 （塩釜市）
宮城県教育委員会教育長賞 伝 統 の 響 三 浦 早 苗 （大崎市）
仙台市教育委員会教育長賞 鉄 橋 を 渡 る 列 車 大 関 一 泰 （仙台市）
宮 城 県 議 会 議 長 賞 波 の り 上 手 中 島 澄 江 （仙台市）
仙 台 市 議 会 議 長 賞 子 ま も り 氏 家 国 浩 （大崎市）

（公財）宮城県文化振興財団賞 鎮 魂 の 祈 り 飯　渕　　　弘 （仙台市）
大 崎 市 長 賞 雪 中 田 植 え 永 澤 孝 志 （利府町）
J A L 賞 あ の 日 の 影 法 師 相 馬 達 也 （埼玉県）
東 北 電 力 賞 姫 た ち の 輪 舞 谷 藤 幸 治 （仙台市）
東 北 放 送 賞 漁 村 寸 景 佐　藤　のり子 （仙台市）
ニ コ ン 賞 燃 ゆ る 狩 野 良 介 （塩釜市）
堀 内 カ ラ ー 賞 歩 み 相　沢　　　開 （石巻市）
ｔｃｄ東北カラーデュープ賞 唯 今 学 習 中 青　田　　　真 （利府町）

第 58 回宮城県芸術祭　絵画展 ( 公募の部 )　彫刻公募展　フォトサミット in Sendai 2021　受賞者

河北新報社賞受賞作品写真シンポジューム

　
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ

２
０
２
１
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
写
真

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
10
月
２
日
、
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
７
階
ス
タ

ジ
オ
シ
ア
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

昨
年
に
続
く
２
回
目
の
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
巨
匠
に
学
ぶ
」。
フ
ォ

ト
サ
ミ
ッ
ト
の
審
査
員
を
務
め
た
写

真
家
の
赤
城
耕
一
氏
、
元
Ｔ
Ｖ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
野
克
己
氏
が
当
協

特別部門賞受賞作品

会
理
事
の
落
合
英
俊
氏
の
司
会
・
進

行
で
パ
ネ
ル
討
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
今
回
の
公
募
展
に
つ
い
て
、

赤
城
、
大
野
両
氏
が
上
位
入
賞
３
作
品
、

フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ

大
賞
の
「
雨
上
が
り
」、
河
北
新
報
社

賞
の
「
な
か
よ
し
」、
特
別
部
門
賞

の
「
復
興
、
沸
き
立
つ
歓
喜
」
を
例

に
挙
げ
て
講
評
。「
何
気
な
い
一
枚
だ

が
、
日
常
の
不
思
議
が
表
現
さ
れ
心
に

染
み
た
」「
３
人
の
表
情
が
よ
く
、
映

画
の
ワ
ン
カ
ッ
ト
の
よ
う
」
な
ど
と

指
摘
し
、
視
点
の
鋭
さ
を
た
た
え
た
。

　

続
い
て
、
著
名
な
写
真
家
と
作
品

等
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
３
氏
の
鼎

談
の
雰
囲
気
で
、
交
流
を
通
じ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
交
ぜ

て
、
そ
の
個
性
、
特
長
を
解
説
し
た
。

「
優
れ
た
作
品
の
鑑
賞
に
よ
り
気
づ

き
、
研
究
を
深
め
る
こ
と
で
飛
躍
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
、
約
20
人
の

参
加
者
に
語
り
掛
け
た
。

写
真
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

「
巨
匠
に
学
ぶ
」
テ
ー
マ
に
討
論
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安彦文平氏
美術（絵画）仙台市

　

公
募
展
で
入
賞
を
重
ね
る
な
ど
、

活
躍
が
目
覚
ま
し
い
。
写
実
絵
画
を

追
求
し
、
自
然
を
独
自
の
視
点
と
精

密
な
筆
致
で
描
き
出
す
。
宮
城
教
育

大
准
教
授
。
大
学
の
み
な
ら
ず
、
各

絵
画
教
室
を
通
じ
て
後
進
を
指
導

し
、
有
為
な
人
材
の
輩
出
に
寄
与
し

て
い
る
。
絵
画
部
運
営
委
員
。
52
歳
。

　

受
賞
に
驚
い
て
い
ま
す
。
年
女
の

今
年
、
展
覧
会
の
賞
と
は
異
な
る
最

高
の
賞
を
頂
戴
し
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
支
え
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
感
謝
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
前

衛
書
と
い
う
新
し
い
形
態
の
書
に
出

合
い
、
掘
り
下
げ
る
日
々
で
し
た
。

そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
認
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も

書
の
可
能
性
を
追
い
求
め
る
と
と
も

に
、
理
解
を
広
げ

る
活
動
に
努
め
、

次
代
を
担
う
後
進
の
育
成
に
励
み
、

栄
誉
に
報
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

県
芸
術
祭
賞
を
は
じ
め
、
内
外
の

公
募
展
で
入
賞
多
数
。
仙
台
市
秋
保

に
「
海
馬
ガ
ラ
ス
工
房
」
を
設
立
。

活
動
は
多
彩
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
や
県
内

河
川
の
砂
に
よ
る
創
作
を
探
求
。「
仙

台
ガ
ラ
ス
」と
震
災
復
興
関
連
で「
雄

勝
ガ
ラ
ス
」
を
制
作
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
を
２
度
受
賞
し
た
。
54
歳
。

　

令
和
３
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨

受
賞
者
が
決
ま
り
、
11
月
29
日
に
県

庁
舎
内
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。
受

賞
者
は
芸
術
選
奨
５
人
、
同
新
人
賞

５
人
。当
協
会
の
会
員
、美
術（
洋
画
）

の
安
彦
文
平
氏
、
美
術
（
工
芸
・
ガ

ラ
ス
）
の
村
山
耕
二
氏
、美
術
（
書
）

の
太
田
蓮
紅
（
幸
恵
）
氏
が
芸
術
選

奨
に
輝
い
た
。
県
の
芸
術
文
化
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
、
芸
術
祭
を
は
じ
め

協
会
活
動
に
も
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
業
績
と
喜
び
の
声
を
紹
介
す
る
。

　

東
京
出
身
で
宮
城
県
に
縁
が
出
来

て
14
年
目
。
優
秀
な
先
生
方
が
お
ら

れ
る
中
で
の
受
賞
、
本
当
に
あ
り
が

た
く
光
栄
に
思
い

ま
す
。
写
実
の
世

界
は
奥
が
深
く
、
生
涯
を
か
け
て
探

求
す
べ
き
も
の
。
今
回
の
栄
誉
、
さ

ら
に
精
進
せ
よ
と
の
励
ま
し
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
大
学
教
育
に
携
わ

る
者
と
し
て
、
学
生
の
指
導
に
尽
く

す
の
は
当
然
で
す
が
、
一
般
の
方
々

へ
の
助
言
機
会
を

よ
り
積
極
的
に

持
っ
て
、
宮
城
の
絵
画
の
底
上
げ
に

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

絵
画
底
上
げ
に
努
力

村山耕二氏
美術（工芸・ガラス）仙台市

芸
術
選
奨
に
３
氏

芸
術
選
奨
に
３
氏

光
る
業
績
、
評
価
も
高
く

光
る
業
績
、
評
価
も
高
く

　

県
芸
術
祭
で
入
賞
を
繰
り
返
し
、

河
北
書
道
展
、
書
道
芸
術
院
展
等
、

県
内
外
の
展
示
会
に
多
数
出
品
。
前

衛
書
部
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
、
円

熟
期
に
あ
り
な
が
ら
探
求
心
は
衰
え

を
知
ら
な
い
。「
蓮
紅
社
」を
主
宰
し
、

県
を
超
え
後
進
の
指
導
に
も
努
め
て

い
る
。
県
芸
術
協
会
理
事
。
72
歳
。

太田蓮紅（幸恵）氏
美術（書）美里町

　

記
憶
に
残
る
仕
事
を
、
と
名
付
け

た
工
房
を
当
地
に
立
ち
上
げ
26
年
。

ガ
ラ
ス
の
可
能
性
を
追
求
し
、
形
に

す
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
き
た
実
績
が

評
価
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
う
れ
し
い

限
り
で
す
。
原
料
の
砂
を
通
し
て
、

土
地
の
色
、
風
合
い
が
異
な
る
ガ
ラ

ス
芸
術
の
多
様
性
、
魅
力
を
感
じ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
社
会
貢
献
も
強
く

意
識
し
、
被
災
地
の
砂
に
よ
る
創
作

に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
受
賞

を
機
に
今
後
は
よ
り
一
層
、
宮
城

の
文
化
発
信
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
貢
献
強
く
意
識

書
の
可
能
性
を
追
求

　

令
和
３
年
の
文
化
の
日
表
彰
受
賞

者
（
教
育
文
化
功
労
）
が
決
ま
っ

た
。
芸
術
・
文
化
の
分
野
に
お
い
て

長
年
、
普
及
・
発
展
に
尽
く
し
、
地

域
活
動
等
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
５

名
の
方
々
で
、
当
協
会
か
ら
は
宮
澤

寒
山
（
利
彰
）
さ
ん
（
邦
楽
・
三
曲
、

協
会
参
事
）
＝
仙
台
市
、
浅
野
治
志

さ
ん
（
工
芸
・
陶
芸
、
理
事
）
＝
名

取
市
、高
野
芳
月
（
静
枝
）
さ
ん
（
書

道
、
運
営
委
員
）
＝
多
賀
城
市
、
の

３
名
の
会
員
が
選
ば
れ
た
。

　

宮
澤
さ
ん
は
県
内
邦
楽
界
の
重

鎮
。
各
催
事
を
通
し
て
伝
統
文
化
の

尺
八
等
の
普
及
に
努
め
た
。
幹
部
と

し
て
協
会
の
発
展
に
も
尽
力
。
い
ま

な
お
一
線
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
。

　

浅
野
さ
ん
は
、
独
創
的
な
作
品
を

手
掛
け
る
ほ
か
、
宮
城
教
育
大
で
長

年
、
精
力
的
に
後
進
を
指
導
。
県
内

外
で
展
示
会
を
企
画
し
、
国
際
交
流

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
野
さ
ん
は
日
々
、
研
さ
ん
を
重

ね
て
、
奥
義
を
窮
め
る
一
方
、
篆
刻

の
団
体
の
役
職
を
務
め
、
一
般
に
な

じ
み
が
薄
い
と
さ
れ
る
分
野
の
普

及
、
底
辺
拡
大
に
も
努
め
て
い
る
。

　

11
月
25
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
第

58
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
表
彰
式
の
席

上
、
披
露
さ
れ
る
。

文
化
の
日
表
彰
受
賞
者
に

会
員
の
３
氏
が
選
ば
れ
る
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第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
コ
ロ
ナ

下
で
開
幕
。
各
会
場
と
も
力
作
が
並

ん
だ
。
県
は
感
染
状
況
が
改
善
し
、

開
会
直
後
に
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
が
終
了
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
歩

み
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
▼
た
だ
、

第
６
波
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、「
終

幕
」
は
見
通
せ
な
い
。
経
済
活
動
が

日
常
を
取
り
戻
し
、
わ
た
し
た
ち
の

文
化
活
動
が
多
く
の
人
々
に
感
動
を

も
た
ら
す
、
そ
ん
な
当
た
り
前
が
わ

が
手
に
戻
り
、
末
永
く
続
く
こ
と
を

心
か
ら
祈
る
▼
一
つ
の
幕
引
き
は
、

新
た
な
物
語
の
開
幕
を
告
げ
る
。
社

会
現
象
を
見
る
と
き
「
今
だ
け
、
金

だ
け
、
自
分
だ
け
」（
鈴
木
宣
弘
東
大

教
授
の
言
葉
）
を
当
て
は
め
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
の
現
象
は
歴
史

や
未
来
を
ど
の
よ
う
に
映
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
拝
金
主
義
、
経
済
至
上

主
義
で
は
な
い
の
か
、
そ
れ
以
外
の

価
値
を
ど
こ
に
見
い
だ
す
の
か
、
誰

に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
か
…

▼
日
本
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
は
ず

の
、
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
相
手
を
思
い

や
る
精
神
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
身
勝
手
が
社
会
を
闊
歩
す
る
。

嫌
な
時
代
だ
。
文
化
は
こ
う
し
た
厄

介
な
世
相
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち
が

本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
最
良
の
方
法

の
一
つ
に
思
え
て
な
ら
な
い
。（
英
）

　

洋
楽
部
（
声
楽
）
会
員
で
宮
城
県

蔵
王
町
職
員
の
我
妻
健
太
さ
ん
が
、

第
１
回
伊
勢
志
摩
国
際
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
日
本
人
最
高
位
の
３
位
入

賞（
１
、２
位
は
米
国
勢
）に
輝
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
の
見
地
か
ら
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
動

画
を
審
査
す
る
形
式
で
実
施
。
米
国

や
中
国
、
日
本
国
内
か
ら
64
人
が
応

新
運
営
委
員

【
工
芸
部
】
馬
場
興
彦

新
入
会
員

【
書
道
部
】
佐
藤
範
子
＝
仙
台
市
青
葉

区
【
舞
踊
部
】
水
木
和
歌
那
（
小
川
明

美
）
＝
仙
台
市
青
葉
区
【
文
芸
部
】
白

石
則
子
＝
石
巻
市
【
写
真
部
】
山
本
イ

サ
ム
（
勇
）
＝
仙
台
市
太
白
区

私
達
は
芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す

新
賛
助
会
員

（
団
体
）

◇
株
式
会
社
ア
ネ
ス
テ
ィ

代
表
取
締
役　

永
根　

悦
郎　

様

（
個
人
）

◇
村
松　

秀
雄　

様

◇
佐
々
木　

康
晴　

様

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
第
2
回
理
事
会
】
8
月
2
日

・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
28
回
宮
城
独
立
美
術
展

　

8
月
27
日
～
9
月
1
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

み
や

ぎ
２
０
２
１

　

10
月
7
～
11
日

　

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

　

10
月
15
～
20
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
15
回
桃
源
書
展

　

10
月
22
～
25
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
髙
橋
麻
子
企
画　

音
楽
の
旅
第
14
弾

～
フ
ラ
ン
ス
よ
り　

オ
ー
ボ
エ
作
品

と
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
～

　

11
月
3
日

　

常
盤
木
学
園
高
等
学
校

☆
第
2
回
圖
南
書
道
役
員
展

　

11
月
12
～
18
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ　

第
56
回
定
期
演
奏
会

　

11
月
13
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
45
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真

部
東
北
地
区
公
募
展

　

11
月
25
～
29
日

　

山
形
県
芸
文
美
術
館

☆
第
45
回
教
育
書
道
学
生
部
展

　

11
月
26
～
28
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
第
45
回
素
心
書
道
会
書
展

　

11
月
26
～
28
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
仙
台
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会
会
員
に
よ

る
第
21
回
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
30
日

　

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
29
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

　

12
月
2
〜
５
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
第
14
回
河
北
小
中
学
生
書
道
展

　

12
月
3
～
5
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

募
し
た
。
我
妻
さ
ん
は
課
題
の
自
由

曲
と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
正
歌
劇

「
イ
ド
メ
ネ
オ
」
か
ら
選
曲
。
丹
念

に
丁
寧
に
歌
う
こ
と
を
心
掛
け
、
忙

し
い
仕
事
の
合
間
に
磨
い
た
テ
ノ
ー

ル
を
響
か
せ
た
。

　

仙
台
市
出
身
。
京
都
市
立
芸
大
声

楽
専
攻
を
卒
業
。
仙
南
に
居
住
し
活

動
の
場
は
限
ら
れ
る
が
、
一
昨
年
、

地
元
の
蔵
王
町
で
あ
っ
た
「
み
や
ぎ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
で
も
歌

唱
の
力
を
披
露
し
た
。

☆
歳
末
た
す
け
合
い
第
58
回

　

各
流
舞
踊
大
会

　

12
月
５
日

　

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
39
回
メ
サ
イ
ア
演
奏
会

　

12
月
10
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
レ
パ
ー
ト
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
9

　

1
月
10
日

　

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

（
事
務
局
に
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
）

◇
第
１
０
５
回
記
念
二
科
展

▽
入
選=

小
野
寺
さ
ゆ
り
、
及
川
寿
美

子
、
沼
田
明
里
、
加
藤
元
、
畑
中
良

二
、
沼
田
希
世
、
堀
野
京
子
、
関
谷

登
、
大
山
カ
リ
ー
ナ
、
中
村
た
み
子

◇
第
74
回
二
紀
展

〈
絵
画
の
部
〉
▽
準
会
員
賞=

阿
部

好
江

◇
第
八
回
日
展

〈
第
一
科
（
日
本
画
）〉
▽
入
選=

奥
山
和
子

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
菊
地
栄
子
歌
集　

賢
道
』（
菊
地
栄

子
）、『
句
集　

ト
マ
ト
の
花
』（
成
田

一
子
）、『
十
年
目
の
今
、
東
日
本
大
震

災
句
集
わ
た
し
の
一
句
』（
宮
城
県
俳

句
協
会
）

謹
　
弔

書
道
部�

及
川　

と
し
子　

殿

令
和
元
年
11
月
30
日

賛
助
（
個
人
）�

西
條　

麗
子　

殿

6
月
18
日

文
芸
部
（
短
歌
）清

野　

た
き
子　

殿

8
月
11
日

我
妻
さ
ん
、
声
楽
国
際
大
会
で
３
位

我
妻
さ
ん
、
声
楽
国
際
大
会
で
３
位

蔵
王
町
職
員
、「
音
楽
で
町
に
貢
献
」

蔵
王
町
職
員
、「
音
楽
で
町
に
貢
献
」

　

第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
表
彰
式
が

11
月
25
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
仙
台
で
行
わ
れ
る
。
昨
年
は
未
知

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
て
、急
き
ょ
、会
場
を
ト
ー

ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台（
市
民
会
館
）

に
変
更
し
て
お
り
、
ホ
テ
ル
で
の
開

2255
日
、
第

日
、
第
5858
回
芸
術
祭
表
彰
式

回
芸
術
祭
表
彰
式

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

催
は
２
年
ぶ
り
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

を
見
定
め
つ
つ
、
茶
話
会
形
式
で
の

実
施
を
模
索
す
る
。

　

開
会
は
午
後
２
時
。
今
年
も
祝
宴

を
見
送
り
、
簡
素
化
を
図
る
。
出
席

は
受
賞
者
、
協
会
功
績
者
、
文
化
の

日
表
彰
者
ら
の
協
会
会
員
の
ほ
か
、

共
催
団
体
及
び
賞
交
付
団
体
代
表

者
、
協
会
役
員
、
各
部
長
と
副
部
長

に
と
ど
め
る
。


